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↑社屋と直売所

↓海外で販売時のレイアウト



【業種】
食料品製造業

【事業区分】
業務用の惣菜、お土産菓子の製造

【主な取引先】
本州の業務用食品卸問屋、地元観光地の売店
全国の百貨店、通信販売会社など

【沿革】
2010: 菓子・総菜加工食品メーカーとして設立
2017: 北海道に直売店1号店をオープン
2017年：輸出事業開始（シンガポール、香港、台湾など）
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はこだて雪んこ



はこだて雪んこ 特徴
①北海道初の 珍しいさつまいも と濃厚な牛乳や
バターなどの地域性を重んじた素材

②入れなくて済む 添加物 を使用しない健康に配慮

③機械での大量生産ではつくれない
手づくり のみがつくり出す味覚

④洋菓子のスイートポテトと
和菓子の求肥を掛け合せた 和洋折衷 のイメージ



弊社のビジネスモデル

地域にお金が回り、街に活気が出る良循環ビジネス

モノ（商品と生産者の付加価値向上）

今までなかった地域素材や主に規格外品の使用

ヒト(雇用と地域内の6次化で域内の生産性を上げる) 

地元の人が生育、加工（手作り）、販売など

カネ（地元で消費するサイクル）

地元での販売を基本とし、地元及び観光客が消費

地域のため

地域によいこと



最近の学生への授業
課題解決型授業

・函館大谷短期大学
・函館商業高等学校
・大野農業高等学校
・函館大学
・北海道教育大学函館校
・北海道大学大学院(新渡戸カレッジ)



２０１８年～

地元高校生が関わる地域課題を解決する事業

課題研究 調査研究グループ
ＨＡＫＯＳＨＯＰ『はこしょっぷ』
本校は、平成１８年度より北海道教育委

員会の高等学校「北を活かす人づくり」
推進事業の「北のくにづくり」の研究指定
を受け、
「高校生による函館エリアの活性化プロジ
ェクト」をテーマに、「食と観光」につい
ての研究を行っています。



授業中の風景
授業内容

・地域の現状を調査
・マーケティング
どのようなターゲットに向けて
何を打ち出すのか
いつどうやって売るのか

商品づくりを一から一緒に



学生＋カドウフーズ コラボ

・りんごに恋した女子高生
(しっとりりんごクッキー)

・世界を救うカボチャケーキ
(カボチャのパウンドケーキ)

・雲のオムレット
(コーンクリームオムレット)



SDGｓ活動

・子ども食堂やフードバンクへ廃棄食品を寄付
※廃棄野菜を知ってもらう

・廃棄野菜販売益の一部寄附
※寄付金を体験事業の経費に充てるなど



SDGｓ活動

規格外野菜の説明 規格外野菜の加工品説明 地域の良循環について講義

工場見学や講義で
ゼロカーボンを伝える


